
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児だより ５月号 ２０２１．５．６ 

 新年度がスタートして早くも１か月が経ちました。新しいクラスや生活の流れに初めは戸惑う姿も 

見られましたが、毎日過ごしていく中で少しずつ慣れ、安心して過ごせるようになってきました。 

また、クラスやチームでの活動や遊びを通して新しいクラスの友達との関わりを持ち、一緒に遊んだり 

楽しく給食を食べたりする姿も見られています。 

 

 
鬼ごっこが大好き、くじらさん！！ 

じゃんけんをして鬼を決めます！ 

何回跳べるかな？ 

連続でたくさん跳べるように 

なってきました！！ 

毎日虫探しをしています！ 

暖かくなって虫もたくさん 

出てきました！！ 

新しいお友達も好きな遊びを 

見つけてあそんでいます！ 初めてのお弁当日！！ 

とっても喜んでいました☆ 



 

４月になり、お部屋にある卵の飾りを見つけて 

「卵だー！」と興味を持っていた子ども達。イースターは 

どんな行事なのかお話を聞き、卵の製作も楽しみました。 

イースター礼拝当日は、うみとそらそれぞれのお部屋で

卵探しをしました。保育士やお友達が隠した卵を 

「どこかな？」「ないよー」と言いながら探し、見つけること

ができると「あったー！」と大喜びでした。 

園内探検をしながらシールラリーを楽しみました！ 

「給食室だー！」「屋上！！」などと言いながらみんなで園内を回り、各ポイントで

シールを貼りました。「ここに貼るんだよ」とくじらさんがらっこさんに優しく教えてあ

げる姿も見られました。全部のシールが揃うと、「やったー！」「全部貼れたよ！」と

笑顔の子ども達でした。 

警察の方に来て頂いて、交通安全指導をしてもらいました。 

交通ルールについてたくさんお話を聞き、DVD を見た後は実際に横断歩道や踏み切りを

渡る練習をしました！みんなの前に出て少し緊張している子もいましたが、しっかりと

「右・左・右」を見て、渡っていました。「赤はとまるー！！」「飛び出したらダメ！」などと 

話す姿も見られ、しっかり学ぶことができました！ 

ここに貼るんだよ！ 

あったよー！！ 

右・左・右を 

確認して渡ります！ 



わたし、はいてみようかな・・・

まずは、スカートから。
こうやって、足を通せばいいんだ

よね。

はけた、はけた！！
つぎは、オーバーオー

ルをきてみよう。
むずかしいから、断念。

どうやってするのかな。

手をいれてみて・・・

ままごとコーナーでの、かわい

らしい一コマ。

試行錯誤しながら、彼女は、ち

いさいちいさい人形の洋服をき

てみようと、奮闘していました。

大人にはない発想。思わず、

「着れたね」と、声をかけまし

た。



ともだちが、木登りをしているのを見て、「わたしも！」と言って、頑張っていま

した。しかし、一人ではなかなか登れず苦戦しているところに、”助け”がやっ

てきました。おしりを持ち上げ、激励を飛ばしたりと、この助っ人さんはとても

お上手です。そしてとうとう登ることができました！！やった～♪♪

それを見ていた年下の子が挑戦したいとやってきま

した。自分もおしりを上げてもらってできたから、今

度はわたしが助っ人マン！とばかりに、「がんばっ

て」と応援しながら、助けてくれました。

写真にはないのですが、こんな会話がありました。

4歳児 「わたしのなまえはな～に？」

3歳児 「○○ちゃん」

4歳児 「てつだってって言って」

3歳児 「てつだって」

4歳児 「いいよ」

とってもかわいい会話でした。

お友だちが出来るようになればいいな、という気持

ちが溢れている光景でした。



『ひかりの中に、なにかがいる。』と、発見！

目線の先になにが見えているのでしょうか。

わたしは、彼の動きを見ていました。

すると、手を振りかざし、「エイ！ヤッ！」と何

かをやっつけているような動きをし始めました。

もしかして・・・と彼の近くに行ってみると、

『やっぱり！！』笑

彼に見えている物体は、ホコリです。

いくらやっつけてもやっつけても、ホコリはまだ

いる。作戦変更！

電車を持ってきて、エイ！ヤッ！」と、ホコリを

何とかしようとしていました。

もちろんのこと、やってもやってもホコリはそこ

からいなくなりません。しかし、彼は一生懸命でし

た。

検索💻

この現象を、【チンダル現象】といい、光の特性によって起こる物理化学的

現象のひとつ。子どもの遊びから、学ばせて頂きました。



 

新入園児の S ちゃんはこの日初めて

隣の公園のすべり台で遊びました。 

階段を上って上に着くと 

「たかい！」と感じたのか固まってし

まう Sちゃん、、、 

するとその姿を見た Rくんが 

「大丈夫？一緒に滑る？」と声をかけ

てくれました。 

そこで Rくんは「怖くないよ」と優しく声をかけ 

「ここ持ってて」と抱きつくようにアドバイス 

後ろで順番を待っていた RU くんも一緒にすべって

あげようとくっついて・・・ 

準備が出来ると Rくんの「せーの」の合図で滑りだし 

無事に滑ることが出来ました！ 

抱きついた手を 

握りしめている所

もとっても素敵だ

なと思いました☆ 

滑り終わった Sちゃんの笑顔を見て Rくんも 

嬉しそうでした。 

困っているお友達に気づき、助けてあげようとす

るRくんとRUくんの優しさにほっこりしました。 

「やったーすべれたよ～もう１回」  

「うん」と言う S ちゃんと、一緒に滑ろうとする

Rくんでしたが、Rくんが「せーの」と言ってもス

タートすることが出来ませんでした。 

 


